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山形県南部におけるキタノメダカ（Oryzias sakaizumii）と
ミナミメダカ(Oryzias latipes)の生息域調査および分布マップ作成

緒言
２０２０年に作成された環境省レッドリストには３７１６種が登録され

ており、１９９１年に初めて発表された際の２２４種と比べると約３０年
でおよそ３５００種増加している。キタノメダカもその一種であり、絶滅
危惧Ⅱ類に指定されている。我々は２００５年に作成された山形県のキタ
ノメダカの生息域マップをアップデートすること、作成されていない山形
県南部のマップを作成することを目的に研究を始めた。また、キタノメダ
カは近縁種であるミナミメダカとの交雑が原因で純系が失われつつある。
それらを踏まえ、ミナミメダカの生息域も同様に調査を行うこととした。
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現在、人による生態系の破壊が問題となっている。メダカに関しては、
ペットのメダカの放流が大きな問題となっており、もともとの種の分布が
変化する要因となっている可能性がある。2016年の研究では山形県にはミ
ナミメダカは生息していないが南陽市で遺伝的攪乱の起きているヒメダカ
が発見された。ペットとして飼育されているメダカの多くはミナミメダカ
系であり、ヒメダカのその一種である。私達はこのような現状から山形県
のメダカの分布が変化していると考えた。

実験 生息域の調査
先行研究で両メダカの生息域が調査されておらず、本校所在地で身近な都

市である米沢市で採水を行った。

仮説
人との距離が近い市街地を流れる川ではミナミメダカの生息が確認さ

れ、比較的人の手が入りにくい川の上流などではキタノメダカの生息が
確認されるのではないかと考えた。

実験方法
また、我々が研究対象とするキタノメダカは個体数が非常に少ない。

そのため、個体を採取することは極めて困難である。また、生体の直接
の捕獲は環境への影響が懸念される。そこで、我々は環境DNAを用いて
生息域調査を行った。実験方法は以下の通りである。
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• 米沢で両メダカの生息を確認することができた
• 最上川でミナミメダカの生息を確認（窪田水辺の楽校）
• 500ｍ程度しか離れていない2地点で両メダカの生息を確認（万世池北・

万世池東）

考察

• 生息域をより詳しく調査する（最上川等）

• この研究を通してキタノメダカの現状を把握し、現状に沿った対策で
キタノメダカの保全につなげていきたい

例）・メダカの生息している池や川にその旨を伝える看板を立てる
・地図などの視覚的情報を用いてメダカの保全や環境問題を伝える
・体験的にキタノメダカの保全を呼びかける

結果

• 市街地付近の最上川でミナミメダカを確認

展望

仮説通りの結果が出ている

• 2地点が500ｍ程度しか離れておらず環境が類似している
• 2地点ではそれぞれ違う種のメダカの生息を確認
• 互いに接続はない

外部の影響でメダカの生息域が変化した可能性

米沢周辺の採水場所
仮説を基に16地点で採水を行った

実験結果
赤、青以外の色のピンの地点はどちらのメダカの
バンドも確認されなかった。

生息が確認された地点ごとの DNA 断片

プライマーの有用性を確認
するために、右記のプライマ
ーを用いて予備実験を行った。

• キタノメダカについては、ポジティブコントロールと試料１にのみ
100bp付近にバンドが確認された。ミナミメダカについて同様に100bp
付近にバンドが確認された。
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予備実験 プライマーの有用性の確認

本校の先行研究
• キタノメダカ・ミナミメダカのプライマーの有用性を確認
• 山形県南陽市を中心に調査
• 4地点でキタノメダカ、2地点でミナミメダカの生息を確認

山形県南部におけるミナミメダカの生息域拡大を示唆

・窪田水辺の楽校

• 最上川の下流である

上流から環境DNAが流れてきた可能性

• 人の手が入りやすい立地

その場でメダカが放流され定着した可能性

・万世池北・万世池東

両方の池で同じ
種のメダカが生息

万世池北にミナミメダカ
系のメダカを放流

2地点で異なる種
のメダカが生息

• 米沢市で初めて両メダカの生息域調査を行うことができた
• 米沢市で両メダカの生息域マップを新規作成することができた


